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貧困層向け小規模サービスの総称。

貧しい人々に小口の融資や貯蓄等サービスを提供

する貧困層むけ金融サービスのこと。

一般銀行＝富裕層のみに貸し付け。

⇒貧困層は少しのお金のために

非合理な高利貸しに頼る
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○特徴○

１.貧困から脱出することで自立した生活を目
指す。

開発支援⇒支援漬けになりやすい。

マイクロファイナンス⇒

貧しい人々が経済活動をする機会が増え貯金、
投資を行う。成果が自尊心につながる
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2.事業の持続可能性という

経済的課題をクリアする。

社会的利益の確保目的。

・・・利潤追求が目的ではない

一般企業との違い
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▼マイクロクレジット

少額融資で事業を始める。

融資額は営業から得た収入より返済する。

▼マイクロセービング

得た収入が足りないとき、教育、健康、衛生のため
に使用する準備金、将来への投資を助ける

▼マイクロ保険

不慮の事態によって貧困から抜け出せなくなった
人々を少額の負担でリスク発生時に人々を保護する
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197６年バングラデ

シュ

•ムハマド・ユヌス氏がバ
ングラデシュの村で貧困
高利貸に悩む女性に出
会い、彼女にローンを提

供する

結果

•貧困を脱却・ローン完

済

その後…

•貧困女性たちの一歩のた
めにも、わずかな資金が
あれば自立に向けた道を

進んでいけるはず⇒バン

グラデシュ全土へ広まる
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▼24000人のスタッフ、800万人のメンバー

（2009時点）

▼３，５５２のマイクロ機関が世界で

活動。１億５４８０万人がメンバーとして加入。
（２００７の時点）[Ｍｉｃｒｏｃｒｅｄｉｔ
ｓｕｍｍｉｔ ｃａｍｐａｉｇｎより]
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○独自の返済法と返済率の高さ

↑グラミン銀行では９７％の返済率

○女性へのターゲット絞った信用提供
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 2010年12月29日 記事

 ▼インド南部のモンドライ村の自宅の庭でくつろいで
いたタンダ・スリニバスさんは助けを求める声を聞く。
妻のショバさんが全身火に包まれ焼身自殺を図ってい
た。スリニバスさんも火を消そうとし、その際に自分
の衣服に火が燃え移り、３日以内に夫婦は死亡した。

 ショバさんは、ローン1万2000ルピーの支払いを迫られ
ていたほか、マイクロファイナンスの活動規制にもか
かわらず、他の女性の肩代わりも要求されていた。

 同州では3月1日から11月19日までにこのような借金苦
から70人余りが自殺を図った。

 （ブルームバーグＮＥＷＳ）
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 「カンボジアONE」

・・・日本で生まれた第一号ファンド。

カンボジアを対象。一口３万円から投資できる。

手数料が高いが、国内から簡単に支援可能。
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≫マイクロファイナンスでの可能性は大きく

貧困脱却への近道であるとも言い切れる

≫反面、規制などを無視する機関も

少ないとは言えず貧困層のための

金融機関であっても名ばかりであり

取り立てなどを行い結果的に生活を苦しめる

場合も多い。
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 大和証券マイクロファイナンス
 http://www.daiwa.jp/microfinance/01.html
 Planet finance
 http://www.planetfinance.or.jp/microfinance

/
 Living in Peace
 http://www.living-in-peace.org/what/
 Bloomberg.co.jp
 http://www.bloomberg.co.jp/news/123-

LE4EIB1A74E901.html
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